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I. 会員について 
 イ．1 年限りの学⽣会員制度を設ける．この会員は，年会費１年分を納⼊し，当該年度限りで退会とす

る．⼊会届提出時に，通常の学⽣会員と 1 年限り学⽣会員のどちらを希望するかを確認する． 
 ロ．休会制度について 
    海外留学（ポスドクを含む）やさまざまなライフイベント（出産・育児・介護等)を理由に学会活

動を⼀定のあいだ休⽌される正会員・学⽣会員を対象として休会制度を設置する．休会期間中は会員
の資格は維持するが，年会費は免除となる．休会の条件は，１）正会員あるいは学⽣会員であること，
２）申請する年度までの会費が完納されていること，とする．休会期間中は，総会での議決権，なら
びに会⻑・評議員選挙の選挙権と被選挙権は停⽌される．また，年⼤会での⼀般演題の発表はできな
い．なお，休会を解消して復会する場合は，学会事務局にその旨を連絡のうえ，復会を希望する当該
年度の会費を納⼊することとする．また，休会期間は学会の事業年度単位とし，申請した次年度から
最⻑で 3 年度まで適⽤できる．ただし，再申請は妨げない． 

 ハ．原則 65 歳以上の定年退職者で申し出があれば，⼀括して 3 万円を⽀払うことによって，永年会
員として⽣涯正会員資格を維持できる． 

   
II. 評議員会について 
 イ．評議員は，会員の選挙により全会員の 8%程度の⼈数を電⼦投票により選出する．会⻑による推薦

者を 2 名まで加えることができる．会⻑は評議員の⼈数に含めない． 
 ロ．評議員会は，会員によって選出された評議員および会⻑で構成する．ただし，議⻑は会⻑が務める

ものとする． 
 ハ．評議員会は，評議員会構成員の過半数の出席をもって成⽴する．評議員会の議事は，出席評議員の

過半数をもって決し，可否同数のときは会⻑がこれを決定する．なお，電⼦メール評議員会の場合
は，返信を持って出席とみなす． 

 ニ．評議員会は，会⻑の指名によって庶務補佐ならびに会計補佐をおくことができる． 
 
III. 総会について 
 総会の議決は，総会出席者の過半数によって決する．ただし，可否同数のときは会⻑の決するところと
する.  
 
IV.  学会賞, 教育賞，奨励賞，若⼿国外派遣助成について 
 学会賞, 教育賞，奨励賞，若⼿国外派遣助成については，応募の時点で，受賞対象者の学会費の滞納がな
いこと．また，ベストプレゼンテーション賞については学会講演申込時に学会費の滞納がないことを，庶
務・会計は確認する．また，それぞれの受賞時まで学会費の滞納が解消されない場合にはこれを取り消す
ことができる． 
 
V.  会⻑代⾏について 
 会則第 5 条において，緊急の場合に任命された会⻑代⾏の評議員会での投票権については，会⻑分の
1 票を当て（委任し）合わせて 2 票とすることはせず，⾃らが本来もつ評議員分の 1 票のみとする． 


